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関連事業の概況
　NHKの関連団体は，それぞれの事業分野で
NHKの業務を補完・支援し，NHKグループの一
員として，NHKとともに豊かで多様な放送文化
の創造に努めることを基本的な役割としている。
　NHKの業務の効率的推進により経費の節減を
図ると同時に，インターネットの利用拡大やモバ
イル端末の急速な普及，放送と通信の連携の進展，
4 K・8 Kスーパーハイビジョンの推進といった放
送を取り巻くメディア環境の変化や社会・経済状
況の変化等が進んでいく中で，NHKのソフト資
産・ノウハウの利活用や社会還元を進め，副次収
入等での財政的寄与により視聴者の負担を抑制し
ていくことを目標として運営されている。
　今後も，効率性と公共放送の質の確保を一層進
めて，NHKグループ全体の総合力を高めていく。
また，子会社での多額不正事案の発生を重く受け
とめ，関連団体に対する指導・監督の強化に取り
組むとともに，NHKグループ一丸となってガバ
ナンス強化と内部統制の徹底に取り組むこととし
た。あわせてNHKと関連団体の取り引きについ
ても，さらに透明性を高めていく。

1．関連事業の体制

　2015年度末現在，NHKの関連団体は，子会社
13社，関連会社 4社，関連公益法人等 9団体の計
26団体，総従業員数は6,402人である。（⇒p.744）

2．関連団体の決算概要

　15年度の関連団体決算は，健保・共済会を除く
24団体の単純合計額で，売上高（事業収入）
2,910億円（対前年度56億円減），当期純利益（正
味財産増減額）69億円（対前年度15億円減）であ
り，減収減益となった。
　関連団体によるNHK副次収入への寄与額は，
対前年度 4億円減の56億円になった。
　今期決算に伴う配当は，対前年度51億円増の78
億円で，うちNHKの受取額は，対前年度37億円
増の54億円となった。

3．団体に対する出資など

　15年度は，新たな関連団体への出資や増資はな
かった。関連団体以外への出資・出

しゅつ

捐
え ん

については，
一般放送事業者の教育・教養番組の一層の充実を
図ること等を目的とする公益財団法人「放送番組

センター」に5,659万円の出捐を行った。

Ⅰ．関連団体への番組制作委託
　NHKでは，コンパクトな番組制作体制の下で
質の高い放送番組を安定的に確保するため，15年
度も14年度同様，関連団体への番組制作委託を進
めてきた。
　また，番組の一層の多様化を図るため，関連団
体を通じて，番組制作会社にも企画提案を求め，
一部の番組制作を委託した。
　関連団体への委託では，NHKエンタープライ
ズに，『NHKスペシャル』などの大型企画番組，
ドラマ番組（『木曜時代劇』『土曜ドラマ』など），
芸能番組（『ザ少年倶楽部』など），自然番組（『ダ
ーウィンが来た！生きもの新伝説』など），アニ
メ番組（『アニメ　おじゃる丸』など）の制作，
購入番組の日本語版制作などの委託を行った。
　NHKエデュケーショナルには，『きょうの料
理』『おかあさんといっしょ』『日曜美術館』『ニ
ュースで英会話』など，生涯学習や教育・教養に
関する番組の制作を委託した。
　NHKグローバルメディアサービスには，大相
撲，プロ野球をはじめとするスポーツ番組や，『国
際報道2015／2016』『グローバルディベート
WISDOM』『東京マーケット情報』などのニュー
ス・情報番組を委託した。
　NHKサービスセンターには，『NHKプレマッ
プ』などの広報番組や各種番組スポットなどの制
作を委託した。
　NHKプラネットには，『うまいッ！』『きらり！
えん旅』などの番組を委託した。
　日本国際放送には，『J-MELO』『TOKYO FA
SHION EXPRESS』などの国際放送番組を委託
した。

Ⅱ．放送番組等の二次展開

1．映像・音声商品等の発行

　NHKエンタープライズからは，「NHKビデオ・
DVD」の名称で，『連続テレビ小説』「まれ」「あ
さが来た」，『大河ドラマ』「花燃ゆ」，『ドラマ
10』「美女と男子」，『NHKスペシャル』「生命大
躍進」「アジア巨大遺跡」，『プロフェッショナル 
仕事の流儀』などの映像商品を発行した。
　また，NHKサービスセンターからは，「NHK　
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CD」の名称で『基礎英語』などの月刊語学教材
や『名曲アルバム』『落語特選』などの音声商品
を発行した。

2．放送番組および素材の提供

（1）企業・団体への番組の提供
　一般企業・団体，自治体の展示，イベント用な
どにNHKエンタープライズ等を通じて放送番組
を提供した。
（2）BS・CS放送事業者への番組提供
　NHKエンタープライズを通じて，CS放送事業
者等に『連続テレビ小説』「あまちゃん」「おひさ
ま」「ゲゲゲの女房」，ドラマ『真田太平記』，『BS
日本のうた』『にっぽん百名山』などを提供した。
また，NHKグローバルメディアサービスを通じ
て，『ラグビー日本選手権』を提供した。
（3）CATVへの番組提供
　NHKエンタープライズを通じて，『大河ドラ
マ』「龍馬伝」「天地人」，『連続テレビ小説』「お
しん」，ドラマ『真田太平記』，『ふたりのビッグ
ショー』『アニメ　忍たま乱太郎』などを提供し
た。
（4）機内上映用の提供
　航空機の旅客サービス用として，NHKグロー
バルメディアサービスを通じて日本航空，全日本
空輸などへ『NHKニュース』を，NHKエンター
プライズを通じて日本航空へ『大河ドラマ』「篤
姫 総集編」，『歴史秘話ヒストリア』を，全日本
空輸へ『LIFE！～人生に捧げるコント～』
『Journeys in Japan』などを提供した。
（5）番組素材の提供
　民間放送局および一般企業・団体への番組素材
の提供をNHKエンタープライズを通じて，また，
放送大学学園への番組素材の提供をNHKエデュ
ケーショナルを通じて行った。
（6）キャラクターの使用許諾
　NHKエンタープライズが，『いないいないばあ
っ！』などの幼児番組や「どーもくん」のキャラ
クターの使用許諾を行った。

3．デジタル事業

　NHKグローバルメディアサービスが行うスマ
ートフォン等のモバイル端末向けのサービスに対
し，NHKのニュースや番組の楽曲などの提供を
行った。

4．番組・素材の海外提供

　関連団体を通じて，番組とニュース素材を海外

の放送機関などへ提供した。NHKエンタープラ
イズからアニメやドラマ，自然番組，教育番組な
どを提供，日本国際放送からは「NHKワールド
プレミアム」を配信した。
　開発途上国の放送機関などには，NHKインタ
ーナショナルと連携し，「番組国際ライブラリー」
の保存番組を公的資金によって提供した。
　番組・ニュース素材については，NHKインタ
ーナショナルを通じて，海外の放送機関や一般団
体へ提供した。また，デジタルクリップを制作し，
オンラインによる提供も行った。

5．放送番組関連の出版

　戦後70年という節目に，『証言記録　市民たち
の戦争』，『NHKアーカイブス』「戦後70年　吉永
小百合の祈り」，『NHKスペシャル』「盗まれた最
高機密～原爆・スパイ戦の真実～」などが，また，
高齢化が進む世相を反映して『NHKスペシャ
ル』「“認知症800万人”時代」「老人漂流社会」な
どが書籍化された。

関連団体

Ⅰ．子会社

1．NHKエンタープライズ

　NHK番組をはじめとする数多くの映像コンテ
ンツの制作，イベントの企画制作，ライセンスの
許諾，商品の販売，デジタルコンテンツ制作など
を手がけ，NHKグループの一員として日本のコ
ンテンツ産業の発展に尽力している。
　15年度，映像コンテンツの制作では，ドラマや
ドキュメンタリー，アニメ，エンターテインメン
ト番組など，NHKのテレビやラジオ番組およそ
1万3,110本の番組を制作したほか， 4 K・8 Kの高
精細映像やプロジェクションマッピングによる大
型展示映像の企画制作，劇場用映画の製作などに
取り組んだ。
　総合テレビでは，『木曜時代劇』「かぶき者慶次」，
『正月時代劇』「吉原裏同心」などの時代劇，さ
だまさしの青春時代を描いた『土曜ドラマ』「ち
ゃんぽん食べたか」，『ファミリーヒストリー』『プ
ロフェッショナル　仕事の流儀』『あの日　わた
しは～証言記録　東日本大震災～』『ダーウィン
が来た！生きもの新伝説』『さわやか自然百景』『○
○○○の演芸図鑑』といった定時番組，『魅惑の
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ソノタ』『記憶力UPゲーム　シーホース・パワー』
などを制作したほか， 3年に渡る放送となる 4 K
ドラマ『放送90年大河ファンタジー　精霊の守り
人』をスタートした。また，『アニメ　英国一家、
日本を食べる』を制作した。
　Eテレでは定時番組『ムジカ・ピッコリーノ』
『日本の話芸』『Rの法則』『Eダンスアカデミー　シ
ーズン 3』，アニメの『おじゃる丸』『忍たま乱太
郎』『わしも』『境界のRINNE』などを制作した。
　BS1では，旅の新番組『地球タクシー』や『青
春！アリスポ～SPORTS×MANGA～』などを制
作した。
　BSプレミアムでは，BBCとの国際共同制作『ワ
イルドジャパン』， 4 KCG映像を駆使した『カラ
ダのヒミツ～美と若さの新常識～』，リニューア
ルした『新・BS日本のうた』『ザ少年倶楽部』
『AKB48SHOW』『世界ふれあい街歩き』『にっ
ぽん縦断　こころ旅』『井浦新　アジアハイウェ
イを行く』などを制作し，『ドラマ　洞窟おじさ
ん』は文化庁芸術祭優秀賞を受賞した。
　戦後70年にあたり，この夏には，『アニメ　団
地ともお　スペシャル』『BS1スペシャル』「戦火
のマエストロ・近衛秀麿～ユダヤ人の命を救った
音楽家～」，『NHKスペシャル』「女たちの太平洋
戦争～従軍看護婦　激戦地の記録～」など多彩な
番組を制作した。
　イベントの企画制作では，「ロボットコンテス
ト」の各大会を実施，このうち，インドネシア・
ジョグジャカルタで開催した「ABUロボコン」
には，18か国のチームが参加した。都市型音楽フ
ェスティバルとして定着した「東京JAZZ」は 9
月に東京国際フォーラム等の 3会場で，おのおの
異なるコンセプトで開催した。新たな取り組みと
して，徳島県で「オーケストラ」×「プロジェク
ションマッピング」×「インタラクティブテクノ
ロジー」が融合した，未来志向型（室内）コンサ
ート「青のシンフォニー」を実施した。「医療・
福祉系フォーラム」は，認知症をテーマに 2回，
がんをテーマに 3回，骨粗しょう症をテーマに 2
回，統合失調症をテーマに 1回，うつ病・そうう
つ病をテーマに 1回実施した。
　展示事業では，「花燃ゆ」の大河ドラマ館を萩
市，防府市，前橋市の 3か所で展開した。
　NHKで放送された番組および弊社で制作した
映像作品について，CS／BS放送局，VOD事業者，
ケーブルテレビ局，航空会社（機内上映用）など
に提供した。また，新・旧の「映像の世紀」の映
像の発掘と，権利交渉にも尽力した。

　デジタルコンテンツ制作では，『大河ドラマ』
や『連続テレビ小説』など番組連動のコンテンツ
のほか『あさイチ』や『スタジオパークからこん
にちは』など双方向の番組コンテンツを制作し
た。新たな取り組みとして「NHK同時配信実験」
の運用サポート，NHKメディアテクノロジーと
連携しての「 8 K3Dコンテンツ」や「 8 Kハイブ
リッドキャスト・デモコンテンツ」の制作などに
取り組んだ。また，16年 8 月に開始される試験放
送で導入されるHDR（ハイダイナミックレン
ジ）広色域技術にもいち早く対応し，新しい 4 K
制作システムをバージョンアップして 4 K・8 K 
HDRに対応するなど，ロケから完プロ，アーカ
イブまで，最先端の高精細コンテンツ制作の一貫
したシステム構築を進めている。
　映像ソフトの販売では，CDショップや通販各
社，オンラインショップ「NHKエンタープライ
ズ　ファミリー倶楽部」などを通じて，『大河ド
ラマ』「花燃ゆ」，『連続テレビ小説』「まれ」「あ
さが来た」といった放送番組に加え，アーカイブ
ス資産を活用した「志ん朝三十四席」「立川談志
全集　よみがえる若き日の名人芸」などをコアな
落語ファン向けに発売した。
　また，15年も被災地復興支援として，DVD「証
言記録　東日本大震災」の売上の一部から，NHK
厚生文化事業団を通じて約96万円，「花は咲くon 
ICE～荒川静香　羽生結弦～」の売上の一部か
ら，JOCを通じて約385万円の震災復興地支援寄
付を実施した。
　創立30周年の記念事業として，初めての試みと
なるオリジナルミュージカル「DNA-SHARAKU」
を制作し，東京・大阪・福岡で上演した。来場者
は延べ 2万5,000人に上った。

2．NHKエデュケーショナル

　Eテレを中心に年間およそ 1万本のNHK番組を
制作している。同時に番組を展開した映像ソフト
やイベント，展覧会の展示映像，通信教育教材な
ど多彩なコンテンツを生み出し，さまざまなメデ
ィアを通じて提供している。
　15年度は，Eテレでは新番組として『ミミクリ
ーズ』『なりきり！　むーにゃん生きもの学園』『オ
トナヘノベル』を制作したほか，定時番組
『SWITCHインタビュー　達人達（たち）』『100
分de名著』『きょうの料理』『すてきにハンドメ
イド』『きょうの健康』『すイエんサー』『東北発
☆未来塾』『Rの法則』『スーパープレゼンテーシ
ョン』『おかあさんといっしょ』『すくすく子育て』
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『NHK高校講座』『語学講座』など，特集番組と
して『子ども安全リアル・ストーリー』『大人の
ピタゴラスイッチ 「見えピタ！こうすれば見え
る」』『TOKYOおもてなし計画』『まるごと見せ
ます　世界の教育コンテンツ～日本賞2015～』な
どを制作した。
　総合テレビでは『あさイチ』『サラメシ』『マサ
カメTV』のほか，特集番組として『Dr.MITSUYA
～世界初のエイズ治療薬を発見した男～』『はに
丸ジャーナル』『お宝！バックヤードハンター！！』
『夏のうまい旅祭り　妄想ニホンキッチンが走
る！』などを制作した。
　衛星放送では新番組『アナザーストーリーズ　運
命の分岐点』『コズミック　フロント☆NEXT』
のほか，『美の壺』『おとうさんといっしょ』，特
集番組として『ねまきでアート』『ぜんぶ，温泉。』
『このマンガいいね！BSオススメ夜話』などを
制作した。
　テレビ国際放送では，新番組『Her Story』
『Face To Face』をはじめ，『Japanology Plus』
『Science View』などを制作した。
　このほか，「東京国際キルトフェスティバル」
や「国際バラとガーデニングショウ」「おかあさ
んといっしょスペシャルステージ」などのイベン
トの企画・運営，放送大学の授業番組の制作を行
った。

3．NHKグローバルメディアサービス

　NHKの報道・スポーツ部門を支援する関連会
社として，デジタルコンテンツ時代にふさわしい，
多様なニュースと魅力ある番組を供給する一方，
携帯電話やデジタルサイネージ向けのニュース提
供事業を展開している。
　15年度は，NHKからの委託で，BS1を中心とす
るニュース制作，番組制作，スポーツ中継，番組・
ニュースの字幕制作，デジタル放送のデータ制作，
映像取材と編集，通訳・翻訳，映像の海外送受信
など，多角的な業務を引き続き展開した。
　このうち，ニュース系では，BSで引き続き『BS
ニュース』『ワールドニュース』『東京マーケット
情報』『NHK手話ニュース』を放送するとともに，
海外向けのラジオ放送『日本語ニュース』の制作
に当たった。
　番組系では，総合テレビで新番組『これでわか
った！世界のいま』や『データなび　世界の明日
を読む』を立ち上げたほか，14年度にスタートし
た『めざせ！2020年のオリンピアン／パラリンピ
アン』の制作本数を倍増した。国際放送では，

『NEWSROOM TOKYO』『SAMURAI WHEELS』
『Japan Railway Journal』『Medical Frontiers』
の 4つの新番組を立ち上げ，国際番組の充実に貢
献した。
　スポーツ番組では， 6～ 7月の『FIFA女子ワ
ールドカップ　2015』や 9～10月の『ラグビー　ワ
ールドカップ2015』の放送に力を入れた。また，
8 Kソフトの制作にも力を入れており，女子ワー
ルドカップサッカーやウィンブルドンテニス，
MLBなどで 8 K制作を進めた。
　字幕制作では，総合テレビなどの新番組に新た
に字幕を付けたほか，夏の甲子園では初めて全試
合で生字幕放送を行い，延べ127時間の熱戦に字
幕を付与した。大阪局，名古屋局，福岡局，仙台
局では，夕方の情報番組と『ニュース845』の字
幕を引き続き請け負った。
　デジタル分野では，15年度からスタートした関
東甲信越 9局のニュースの制作を順調に行った。
また，新たに，さいたま局のホームページの更新
作業などを請け負ったほか，夏の甲子園では「高
校野球100年」の特設ホームページの運用などを
行った。
　バイリンガルセンターでは，BSの国際情報番
組で海外の放送局のニュース番組を通訳するとと
もに，『NHKニュース 7』や『ニュースウオッチ
9』で英語による副音声の放送を担当した。また，
国際放送の制作や，英語のニュース原稿の出稿を
請け負った。
　国際回線のコーディネートでは，ネパール地震
やパリ同時テロ事件などの緊急報道や，ギリシャ
国民投票，米・キューバ国交回復，TPP交渉，女
子ワールドカップサッカーやラグビーワールドカ
ップなど，緊迫した世界情勢からスポーツ中継ま
で多彩な業務に当たり，激増するIP伝送にも的確
に対応した。
　アーカイブス事業では，30年間のニュース同録
を総合的に検索できる「次期データベース」のデ
ータ 制作を引き続き進めた。
　携帯電話向けのサイト「NHKニュース＆スポ
ーツ」は，NHKニュースやスポーツ，気象情報
などのコンテンツの充実に取り組み，会員数は有
料ニュースサイトとしては国内最大級に成長し
た。災害時には，NHKの災害報道の一翼を担う
サイトとして情報を無料提供している。また，デ
ジタルサイネージでは，各地の大型画面をはじめ，
企業のオフィスや公共交通機関などにニュースの
提供を開始し，順調に提供先を増やした。インフ
ライトでは，長時間ゆったりと鑑賞できるソフト
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TVコンテンツが好評で，提供するエアラインが
増えている。

4．日本国際放送

　 3か年経営計画（15～17年度）を策定し，テレ
ビ国際放送の番組制作，受信環境整備，編成・送
出，ニュースの映像制作などNHKからの受託業
務のほか，JIB独自の放送やアジアでのコンテン
ツ展開などの事業を通じて，海外情報発信のハブ
を目指して日本から世界への情報発信の充実・強
化に取り組んだ。
　15年度，NHKからの受託業務では，定時番組
として，継続 6番組に加え，総合テレビの番組『う
まいッ！』の取材部分を英語化しスタジオで外国
人料理人が日本の食材に挑戦する『Delicious 
Japan！』，さまざまな分野で世界をめざし活躍
する新世代のドキュメント『RISING』，NHKワ
ールドTVを紹介する広報番組『Doki Doki！ワ
ールドTV』の新たな 3番組を制作したほか，特
集番組を制作した。
　NHKワールドTVの受信環境整備事業では，北
米，アジア等を重点地域として取り組みを行い，
アメリカ主要都市での24時間配信の拡大やアジア
での認知度向上等に努めた。その結果，NHKワ
ールドTVの視聴可能世帯数は，15年度末現在で
2億9,250万世帯となった。また，スペイン語字
幕を付加する実証実験に取り組んだ。
　国際放送の送出業務では，NHKワールド，ワー
ルドプレミアム，ラジオ日本の安定した編成・送出
に万全を期した。また，日本とアジアの動きを世界
に伝えるニュース番組『NEWSROOM TOKYO』
がスタートしたことに伴い，映像編集業務等の態
勢を強化した。
　一方，独自業務では，東京都の協賛による
『TOKYO CREATORS』とウェブサイトとのコ
ラボレーションの可能性を探る『Tokyo Girls’ 
Update』の 2 番組を月 1回のシリーズで編成し
た。また，農水省に対する日本のコメを世界にア
ピールする提案，日本政府観光局（JNTO）に対
する日本へのインバウンドに資する提案等が採用
され，番組化して世界に発信した。
　この他，アジアでのチャンネル事業展開に引き
続き力を入れ，ミャンマー，インドネシアに加え，
新たにフィリピンにおいて現地の地上放送局で日
本のコンテンツを放送した。また，ミャンマーで
のイベントを15年度も開催し，大盛況のうちに終
了した。

5．NHKプラネット

　地域に拠点を置き，NHKの地域放送への貢献
や地域情報の全国発信，NHKワールドを通じた
国際発信を行っている。また，地域に根差した展
覧会・博覧会，イベントの企画・運営を行ってい
る。
　東京本社では『うまいッ！』『食材探検 おかわ
り！にっぽん』『釣りびと万歳』のほか，『あさイ
チ』のコーナー「ピカピカ☆日本」や『ひるブ
ラ』といった生中継番組，震災復興支援番組『き
らり！えん旅』の制作を行った。
　近畿総支社・四国支社では，『バラエティー生
活笑百科』や『歴史秘話ヒストリア』，Eテレ関西
発の『きょうの料理』『趣味どきっ！』『俳句王国
がゆく』（四国支社），また，外国人に京都の魅力
を紹介する『Core Kyoto』を制作した。事業では，
大阪市の文楽支援事業「ムムム！！文楽シリー
ズ」や和歌山県九度山町に建設され 3月にオープ
ンした「真田ミュージアム」の展示の企画・制作
を行った。展覧会では「桃山時代の狩野派」展，
「白鳳」展を実施した。また，NHK大阪ホールの
管理運営業務も行ってきた。
　中部支社では『超絶 凄（すご）ワザ！』や地
域放送の『東海北陸フレッシュ便 さらさらサラ
ダ』『Uta-Tube』など，また，『金とく』の「中
部ネイチャーシリーズ」や「中部ジモ女の選択」
など話題性のある番組を制作した。展覧会は「青
磁のいま」展，コンサートでは「東儀秀樹×古澤
巌×coba全国ツアー」などを企画・実施した。
　中国支社では『プロフェッショナル　仕事の流儀』
「時計に命、意地の指先　時計職人・松浦敬一」，旧
海軍の給糧艦「間宮」を扱った『歴史秘話ヒスト
リア』，ろう者の卓球選手を取り上げた『ハート
ネットTV』，地域情報番組『ひるまえ直送便』な
どを制作，また，被爆70年の関連で「NHK平和
アーカイブス展」を広島を含む全国 4か所で実施
した。
　九州支社では『のんびりゆったり路線バスの旅
スペシャル』や地域放送の『はっけんTV』『はっ
けんラジオ』の定時番組のほかに『きん☆すた』
『世界遺産への道』の制作や「国民文化祭・かご
しま2015」の開会式・閉会式のイベントの企画・
進行を実施した。
　東北支社では，東日本大震災後に毎年継続して
制作してきた『あさイチ』の復興関連の旅のシリ
ーズや『NHKスぺシャル』「東日本大震災　故郷
（ふるさと）つなぐ相馬野馬追～原発事故 5年目
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の夏～」，『ETV特集』「ホームタウン～福島県南
相馬市小高区で会った人々～』，『東北Z』「福島　ふ
るさとつなぐ　記憶の街」などの震災関連番組の
ほか，『ひるはぴ』などの地域情報番組の制作，
また，「東日本大震災復興祈念特別展　国宝　吉
祥天女が舞い降りた！-奈良　薬師寺　未来への
祈り-」「公開復興サポート 明日へ」などを実施
した。
　北海道支社では『さわやか自然百景』『ワイル
ドライフ』などの自然番組，『NHKニュース　お
はよう北海道』『つながる＠きたカフェ』などの
地域情報番組，「北の大地コンサート」「N響コン
サート」や北海道新幹線開業に伴うイベントの運
営などを実施した。

6．NHKプロモーション

　放送関連イベントの企画・運営をはじめ，展覧
会，コンサート，フォーラム・シンポジウム，各
種式典，講演会などのイベント事業を実施してい
る。
　15年度の実施は，展覧会では，「特別展 生命大
躍進」「大英博物館展」「ボッティチェリとルネサ
ンス」「特別展 みちのくの仏像」「2015年NHK大
河ドラマ特別展 花燃ゆ」「クレオパトラとエジプ
トの王妃展」「特別展 始皇帝と大兵馬俑」「ニキ・
ド・サンファル展」「村上隆の五百羅漢図展」「ス
ター・ウォーズ展」「追悼 山崎豊子展」など。
　番組関連イベントでは，「NHK音楽祭2015」
「NHKニューイヤーオペラコンサート」「NHK
古典芸能鑑賞会」「おかあさんといっしょファミ
リーコンサート」「Nスポ！2015」「NHKサイエン
ススタジアム」「NHK杯フィギュアスペシャルエ
キシビション」など。
　このほか，「第16回地域伝統芸能まつり」「日中
韓芸術祭2015」「ワンワンまつり みんなでワッシ
ョイ！」「古澤巌×ベルリン・フィルハーモニー
ヴィルトゥオーソ’コンサート」「ボストン美術館・
浮世絵デジタル事業」「第 6回ファーマーズ＆キ
ッズフェスタ」「ふるさとの食 にっぽんの食 全
国フェスティバル」などを実施した。

7．NHKアート

　NHKテレビ番組の美術制作（美術制作進行，
大道具等美術用品の製作・運用，装置，装飾，衣裳，
メーク，かつらなど）やセットデザイン，グラフ
ィックス・CG・VFX等のデザイン制作を行う総
合美術会社。一級建築士事務所，特定建設業の資
格を有し，文化施設・イベント等の企画，制作，

設計・施工，運営までの業務を行うほか，NHKホ
ールはじめ11のホール・会館の舞台・照明・音響
機器等の操作・運営管理を行うなど，テレビ番組
美術制作で培ったノウハウを生かした多様な業務
を行っている。
　15年度は『大河ドラマ』「花燃ゆ」や『連続テ
レビ小説』「まれ」，『第66回NHK紅白歌合戦』
『NHKスペシャル』等NHK番組の美術業務，
NHK関連イベント「おかあさんといっしょファ
ミリーコンサート」「高専ロボコン2015」「渋谷
DEどーも2015」「NHK文化祭2015たいけん広場」
などの会場設計・施工，展示制作等を担当した。
また，ドーム球場で実施の「第17回国際バラとガ
ーデニングショウ」「第15回東京国際キルトフェ
スティバル」「テーブルウェア・フェスティバル
2016」「世界らん展日本大賞2016」などのほか，
地域活性化イベントの「日本の祭りinあきた
2015」や「川口市産品フェア2015」などの企画，
制作，設計・施工，運営を行った。
　15年度は，モノクロフィルムのカラー化を行っ
た『NHKスペシャル』「カラーでみる太平洋戦争
～ 3年 8か月・日本人の記録～」等が第63回菊池
寛賞を受賞したほか，CG映像等を制作した
『NHKスペシャル』「生命大躍進」がVFX-
JAPANアワード2016最優秀賞（テレビ番組部
門），『NHKスペシャル』「新島誕生　西之島～大
地創生の謎に迫る～」が第57回科学技術映像祭文
部科学大臣賞を受賞。「トイレ？行っトイレ！？
ボクらのうんちと地球のみらい」（14年度展示施
工）がDSA日本空間デザイン2015優秀賞を受賞
した。

8．NHKメディアテクノロジー

　番組の制作・送出からデータ放送まで，NHK
の放送技術業務を幅広く担うとともに， 4 K・8 K
高精細映像や3D技術に取り組んでいる。また，
放送・営業・事務などNHKの基幹システムの開発・
運用業務を担い，高い情報システム技術力で放送
事業を支えている。さらに，放送と情報システム
の両技術を併せ持つ企業としてNHKの「公共メ
ディアへの進化」の一翼を担っている。
　15年度は地域放送局の委託拡大に伴い，体制強
化と人材育成を目的に地域センターを発足させ
た。加えて地域型社員制度を導入するなど，長期
的視点で業務支援の充実を図った。
　15年度のニュースやイベントでは，「関東・東北
豪雨」や日本代表が活躍した「W杯ラグビー」な
ど，緊急報道や主要スポーツ大会の制作・送出・
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インターネット業務に対応した。番組は，『連続テ
レビ小説』「あさが来た」や16年 3月スタートの
『放送90年大河ファンタジー　精霊の守り人』を
はじめ，多彩な番組の制作業務を担った。
　高精細映像・3D技術の分野では 4 K・8 K制作
が本格化し，社内研修を重ねるなどして制作要員
の増強を図った。ドラマ・自然番組を始め高精細
映像ならではのコンテンツを数多く制作した。
　11月には，都内で展示・商談会を開催。NHK
メディアテクノロジーが持つ多様な技術を紹介す
るもので，圧倒的な臨場感の 8 K3Dやタッチパネ
ル方式の 4 Kデジタルサイネージ，3D技術の医療
応用に注目が集まった。
　また，東日本大震災を記録した3Dドキュメン
タリーを， 5年目を迎えた被災地など各地の防災
イベントで上映した。
　情報システム部門では，放送システムの編成業
務支援機能の充実，営業システムの携帯端末の刷
新やインターネット同時再送信試験へのシステム
対応，NHKグループ事務系システムの統合作業
などを完了した。さらに，基幹システム全般にわ
たりセキュリティ対策の設備整備を実施し，また，
IT運用部門では 9月にISO 20000認証を取得し業
務基盤の強化を図った。
　放送と通信の連携分野では，『NHK紅白歌合
戦』などの双方向サービス基盤の構築やインター
ネットニュースウェブの刷新などに対応した。さ
らに，国際放送局のインターネットニュース展開
の基幹となる「NHKWORLDニュース」のCMS
を整備し 2月より運用を開始した。16年のSHV
試験放送用の送出設備では検査・結合テストなど，
NHK基幹設備の整備を支援した。
　ハード面の準備とともに，20年東京オリンピッ
ク・パラリンピックをターゲットとした推進プロ
ジェクトを始動させるなど，次世代に備えたグロ
ーバル人材，中核となる技術コーディーネーター
の育成を強化した。

9．NHK出版

　NHK出版は，NHKの放送番組テキストおよび
NHKの放送に関連した書籍・雑誌，放送関連以
外の書籍・雑誌等の出版・販売（電子版も含む）
のほか，音楽著作権の管理等を主業務としている。
　15年度放送テキストは『きょうの料理』『すて
きにハンドメイド』などの家庭向けテキスト，『基
礎英語①②③』や『テレビで中国語』などの語学
系テキスト，『趣味どきっ！』や『100分de名著』
などの趣味・教養系テキスト，計55タイトルを発

行した。また，すべてのテキストについてテキス
ト電子版を発行した。新規テキストとしては，ユ
ニークなトレーニング法で中学英語が楽しく学べ
る『テレビ　エイエイGO！』，注目のビジネスパ
ーソンが新しい働き方につながる発想法や成功の
秘訣を語るラジオテキスト『仕事学のすすめ』の
2誌を創刊した。
　放送関連では，15年度は『大河ドラマ』関連と
して『NHK大河ドラマ・ストーリー　花燃ゆ』
の後編・完結編，ノベライズの後半 2巻を発売。
16年の『大河ドラマ』「真田丸」については，『NHK
大河ドラマ・ストーリー　真田丸　前編』『NHK
大河ドラマ歴史ハンドブック　真田丸』を発売し
た。また，『連続テレビ小説』「まれ」のドラマ・
ガイドPart 2 ，同じく『連続テレビ小説』「あさ
が来た」のノベライズ上・下巻およびドラマ・ガ
イドPart 1 ， 2 などを発売した。その他，『プロ
フェッショナル　仕事の流儀　壁を打ち破る34の
生き方』『ルポ　消えた子どもたち』といった
NHK出版新書や『朝ドラの55年　全93作品完全
保存版』などの番組関連書を刊行した。
　放送関連以外では， NHK出版新書で『資本主
義の極意』『稼ぐまちが地方を変える』などを，
翻訳書で『限界費用ゼロ社会』『植物は＜知性＞
をもっている』などを発売した。実用書では，『別
冊NHKきょうの料理　おふくろの味　定番100』
『別冊NHK趣味の園芸　日陰をいかす美しい
庭』などを刊行した。
　また，電子アプリでは「語学プレーヤー」によ
る音声コンテンツの配信を引き続き行った。

10．NHKビジネスクリエイト

　NHKビジネスクリエイトは，NHKグループの
放送支援，インフラ支援業務および事務支援業務
を一元的に実施する総合サポート会社として，各
分野の専門性を生かした事務活動を展開してい
る。
　15年度は，放送支援分野では，自然災害におけ
る緊急報道のほか，パリ同時テロ事件などの急な
編成変更に対し的確な編成業務で支援したほか，
9月の関東・東北豪雨取材や 1月の軽井沢スキー
バス事故など多発した災害や事件事故に対し，安
全・的確な車両運行業務を実施した。また，『大
河ドラマ』や『連続テレビ小説』などの放送台本
等の印刷を行った。さらに10月から保存資料の電
子化（DFS）の新たな事業を展開した。
　インフラ支援分野では，NHK放送センター，
千代田放送会館，NHK放送技術研究所，NHK福
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岡放送会館などのセキュリティ確保，建物，設備
等の管理および環境整備をはじめ，電気，空調，
給排水などライフラインの安定供給を行うなど，
公共放送NHKの事業基盤を支えている。また，NHK
グループ各社の効率的な業務遂行を支援するオフ
ィススペースの再編・集約化は 3か年計画の最終
年度が終了した。
　事務支援分野では，NHKの調達・管財関連業務，
NHK職員等の給与計算・採用事務関係業務のほ
か人材派遣事業を行っている。NHKグループを
対象とする事務業務のシェアードサービスについ
ては給与関係業務の本番運用を開始した。さらに
マイナンバー制度の導入に伴い，NHKおよび関連
団体の職員・社員等のマイナンバーの収集，シス
テム入力，保管等の業務も開始した。地域事業推
進室では新たに札幌・松山でニュース字幕業務を
開始したほか，広島・札幌に加え，大阪・仙台・
松山でも建築関連業務を開始した。また，名古屋
では考査モニター関連業務を新たに受託した。
　15年度は，平成27～29年度経営計画「揺るがぬ
信頼　たゆまぬ挑戦　公共放送の総合支援企業
へ」の初年度として多様な事業展開と事業改革に
取り組んだ。

11．NHKアイテック

　放送・通信・情報分野での総合技術会社として，
送信・受信・映像・情報・建築関連技術をベース
に，コンサルティングから設計・施工・保守まで
一体とした事業を展開した。
　全国の基幹局・中継局，共同受信施設の保守業
務を受託し，NHK送受信設備の保守業務を全面
的に担当している。定期保守の着実な実施のほか
15年 8 ～ 9 月に九州・沖縄を直撃した台風15号や
関東・東北に豪雨をもたらした台風18号による設
備障害への対応を始めとした，さまざまな自然災
害への緊急出向や避難所へのテレビ設置など，公
共放送の「放送電波確保」に貢献した。
　また，FPU基地局工事等の整備と合わせて放
送センター 4階 8 Kマルチモニターの整備など新
たなメディア展開に向けてもNHKグループとし
て積極的に取り組んだ。
　そのほか，一般業務としてFM同期放送技術を
活用したラジオの強

きょう

靭
じん

化に向けた民放のFM補完
局整備をはじめ，ケーブルテレビ，民放等への送
信設備，送出設備，伝送設備，同録装置などの整
備を精力的に進めた。
　また， 4 K・8 K放送の実用化に向けた総務省の
実証実験「実用衛星を利用した高度広帯域衛星放

送方式の送出・送信技術および 8 K映像復号技術
の実用化にかかる技術の実証」を請け負うなど
4 K・8 Kの実用化に向けて尽力した。
　社員による不正行為に対して，社員と上司に対
する懲戒処分を行った。社員による不正行為が行
われてきたことに会社としての責任を痛感し，今
後，このようなことを絶対起こさないよう，新し
い経営体制で企業風土の刷新と組織改革を行い，
信頼回復に向けて全力を挙げて取り組んでいる。

12．NHK文化センター

　NHK文化センターは全国47教室（16年 3 月末
現在）で教養・趣味・暮らし・芸術・健康など年
間 6万に及ぶ多彩な講座を展開している。会員数
は全国で22万人である。
　15年度は，NHKグループならではの特色を生
かして，『連続テレビ小説』「マッサン」，『大河ド
ラマ』「花燃ゆ」「真田丸」などの出演者のトーク
や時代考証関連の講座，さらにEテレ番組の出演
者や番組制作者の講座を実施して人気を集めた。
　また，放送番組について講演会・トークショー
形式で広く一般の視聴者を対象に開催する
「NHK公開セミナー」を受託業務として実施し
ている。15年度は全国18会場で『大河ドラマ』「花
燃ゆ」「真田丸」，『コズミック　フロント☆
NEXT』『にっぽん百名山』，『NHKスペシャル』「生
命大躍進」をテーマに開催し，およそ5,000人の
来場者があった。
　さらに，日本の文化を海外で披露し交流を図る
「国際交流祭」を毎年開催している。29回目を迎
え，96年の第11回以来 2回目となるハンガリー・
ブダペスト市において世界遺産のコンサートホー
ルで 2日間開催し，日本から114人が参加，現地
参加者103人，来場者は延べ3,300人に上った。

13．NHK営業サービス

　 3か年の中期経営計画「NBS経営プラン27-29」
の初年度である。「NBS経営プラン27-29」は13年
秋に取りまとめた「NBS経営ビジョン」を具体化
し，経営理念の実現を目指す第一歩である。
　15年度はこの経営プランに基づき，受信料収入
の確保と効率的なNHK営業活動の展開に寄与す
るとともに，公共放送および放送メディア全体の
発展や革新を支援する活動を着実に遂行した。
　受託業務については，お客様からNHKに届け
出のあった放送受信契約書等の情報処理，全国 4
か所のコールセンターにおける電話を中心とした
視聴者対応，事業所・集合住宅や都内近郊におけ
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る受信契約および受信料収納や法人委託事業者の
訪問活動要員等に対する講習会や映像による教育
支援，営業活動の支援資材であるパンフレット等
の企画・編集・制作等の各種業務を実施した。ま
た，NHK営業拠点の集約（15年 7 月埼玉県，16
年 1 月広島県）およびこれに伴うNBS事業拠点
の集約にもシステム面のサポートを含め遺漏なく
対応した。
　自主事業については，NHK関連団体のコールセ
ンター業務，14年度に一般社団法人700MHz利用
推進協会から受注した「700MHz帯を利用する特
定基地局によるテレビ受信障害対策コールセンタ
ー構築・運営業務」を継続実施したが，700MHz
関連業務の本格的な稼働は16年度下半期頃からと
なる見込みである。
　企業統治やリスク管理についても適切に対応し
た。特に当社は各事業部門のそれぞれが大量の個
人情報を取り扱っており，個人情報保護は当社の
生命線である。このため，業務プロセス・体制を
不断に見直すとともに，定期的に研修等を実施し
ている。
　なお，当社は，個人情報取扱事業者として，プ
ライバシーマークを取得している。プライバシーマ
ークについては，16年 5月の更新に向けて準備を
取り進めてきたが，審査の結果，プライバシーマ
ーク付与適格とする決定通知を受領した。00年に
取得して以来，8回連続して更新することとなる。

Ⅱ．関連会社

1．放送衛星システム

　株式会社放送衛星システム（略称B-SAT）は，
BS放送における基幹放送局提供事業者として放
送衛星を調達・所有し，その管制，運用のほかア
ップリンク業務，全局EPG（電子番組表）のデー
タ集配信業務を行い，BS放送の基本的なインフ
ラ提供の役割を担う。
　15年度は，放送衛星 3機（BSAT-3a・3b・3c）
により，日本に割り当てられているBS放送用の
全周波数（12中継器）を使って，32番組のBSデ
ジタル放送を視聴者に継続して届けたほか，衛星
セーフティネット（15年 3 月に終了した国の地デ
ジ難視対策）の周波数を利用した 4 K・8 Kの伝送
実験や，試験放送に向けた準備を行った。
　一方，「B-SAT 中期事業計画」（15～17年度）
の具体化として，非常災害時等にも放送衛星を安
定的に運用できるよう備えるとともに，広範囲に

及ぶ集中豪雨への対策として，これまでのアップ
リンク主局・副局に加えて君津緊急局を新設し，
その運用を15年 6 月から開始するなど，BS放送
の継続確保に向けた施策を着実に遂行した。
　次期放送衛星（BSAT-4a）の調達を行うこと
とし，その契約締結から，17年後半の打ち上げ・
引き取りを目指して，搭載システム等の設計を順
調に進めた。

2．NHK Cosmomedia America, Inc.

　NHK Cosmomedia America はアメリカにおけ
る番組制作と国際映像展開の拠点である。このう
ち番組制作の大きな柱は，NHK番組の取材制作
とリサーチ，通訳，機材の手配などのコーディネ
ート業務。MLB（メジャーリーグ野球）などの
スポーツ中継業務も請け負っている。国際映像展
開では，「TVジャパン」のチャンネル名でアメリ
カ・カナダ在住の日本人・日系人向けに，NHK
番組を中心とする日本語での24時間の有料配信事
業を行っている。契約数は16年 3 月の時点でおよ
そ 7万7,000，他におよそ400のホテルでも視聴可
能である。なお， 1日平均 5時間はノンスクラン
ブルでの配信となっている。

3．   NHK Cosmomedia（Europe）
Limited

　NHK Cosmomedia（Europe）はロンドン本社
とパリ事務所を拠点に欧州における番組制作と国
際映像展開を行っている。番組制作部門は，
NHKの制作力・技術力を生かした高品質な番組
作りやリサーチ，通訳，機材の手配などのコーデ
ィネート業務を行っている。また，「JSTV」のチ
ャンネル名で，NHKや民放の番組など日本語の
有料放送を実施している。衛星やCATVを通じて
欧州，ロシアやCIS（独立国家共同体）各国，中
東，北アフリカなど60を超える国で24時間放送し，
契約数は16年 3 月でおよそ6,500，各国の500のホ
テルでも視聴できる。ニュースを中心に 1日平均
5時間はノンスクランブルで放送している。

4．   ビーエス・コンディショナル　アクセス
システムズ

　略称は「B-CAS（ビーキャス）」。NHKBSデジ
タル放送の受信確認メッセージや有料放送の視
聴，それにデジタル放送番組の著作権保護などに
利用されているICカード（B-CASカード）の発
行・管理を行っている。
　15年度は，B-CASカードの不正改ざんへの対
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応を進めるとともにカードの流通・在庫の適正化
を進めた。15年度のカード発行枚数は1,131万枚，
累計発行枚数は 2億3,664万枚となった。
　また，社会的インフラを担う企業として，引き
続きコスト削減に努め，利用者負担の軽減を図っ
た。

Ⅲ．関連公益法人等

1．NHKサービスセンター

　公共放送の広報・視聴者サービスを担う一般財
団法人として，NHKと一体となって視聴者との
結びつきを強めるさまざまな業務を行った。 
　広報番組や番組ポスター，ホームページ等での
NHK放送番組の広報プロモーション業務では，
『大河ドラマ』や『連続テレビ小説』でTwitter
やLINE等のSNSを活用し，多面的なPRを行った。
地域発ドラマでは，広報印刷物を作成し，地域放
送局の広報活動や営業活動を支援した。
　NHK広報イベント・展示業務では，NHKホー
ル等での番組公開や子ども向けイベントを各地で
開催。『FIFA女子ワールドカップ2015』『第66回
NHK紅白歌合戦』などの 8 Kスーパーハイビジ
ョンの普及・PRイベントのパブリックビューイ
ングを幅広い層に向け実施した。また，『大河ド
ラマ』『連続テレビ小説』の番組パネルや小道具
を全国各地で展示し，番組広報に努めた。
　NHK番組情報誌ウイークリー『ステラ』は51
号発行したほか，臨時増刊号『まれ メモリアル
ブック』，ステラMOOK『あさが来た メモリア
ルブック』，『ラジオ深夜便 ファンブック2016』
を発行した。月刊誌『ラジオ深夜便』は放送開始
25周年を機に誌面を大幅にリニューアルした。
　NHK語学CD等のコンテンツ制作・発行業務で
は，利用者の学習効果の向上を図るため，NHK
語学講座番組の音声テキストCDを番組と連動し
た内容で毎月発行したほか，NHKのアーカイブ
ス音源を活用したNHKCD「アンネの日記」「NHK
落語名人選100」等を発行した。
　「NHKスタジオパーク」「NHKホール」「NHK
みんなの広場ふれあいホール」「NHK放送博物
館」では来館者を対象としたイベントや多彩な視
聴者サービスを実施した。「NHK放送博物館」は，
15年 2 月16日からリニューアル工事のため休館
し，16年 1 月30日にリニューアルオープン。展示
内容を一新し，最新のデジタル技術を使った体験
型展示を増やしたほか，愛宕山 8 Kシアターを新

設した。
　「NHKふれあいセンター」では，電話，メール，
FAX等により視聴者からの要望・問い合わせが
95万8,000件寄せられ，迅速・的確に対応した。
　社会奉仕業務として月刊誌『ラジオ深夜便』の
全国の老人福祉施設への寄贈や，（社福）日本点
字図書館の点字週刊誌『NHKウイークリーガイ
ド』の編集・発行への助成のほか，「NHK杯全国
中学校放送コンテスト」をNHKなどとともに主
催した。
　15年 4 月 1 日に（一財）日本放送教育協会と合
併し，同法人の業務を引き継ぎ，教師や教職を志
す大学生を対象に「NHK for School 基礎セミナ
ー」を全国35か所で開催し，多様なコンテンツを
電子黒板や大型テレビ，パソコン等で紹介し，利
用を促進した。
　14年 7 月に内部監査室が発足してから，15年度
は初めて実地監査を実施。本部・支局の 7組織で
監査を行った。

2．NHKインターナショナル

　外務省や国際交流基金など，公的資金による発
展途上国の放送機関への番組提供や，支援業務を
行っている。また，公共放送としての放送制作の
ノウハウと映像コンテンツを生かして，国際交流
や海外放送機関への取材協力業務を行い，相互理
解の促進を図っている。
　15年度は，海外放送機関に対して主にJICAの
委託でさまざまな支援や研修を行った。このうち
13年 1 月から始まった「南スーダンTV・ラジオ
（SSTVR）組織能力強化プロジェクト」は，当
初は 4年間の予定だったが，治安の悪化から南ス
ーダンに入国できない状況が続いたことから，18
年 3 月まで期間を延長することになった。また，
15年 3 月から始まった 2年 7か月にわたる「バン
グラデシュ教育テレビ設立支援プロジェクト」を
継続するとともに，新たに，15年 9 月から 2年間
にわたる「コソボ国営放送局能力向上プロジェク
ト」を開始した。
　海外放送機関への番組の提供については，外務
省の文化無償協力と国際交流基金の事業を合わせ
て28か国29機関に4,751本の番組を提供した。日
本のメディア芸術を紹介する事業としては，文化
庁メディア芸術祭の受賞作品等を海外のフェステ
ィバル等で紹介する事業を文化庁から受託し，15
年度は，現地の関連団体と共催する「企画展」や
展示，上映等を世界17か所で実施した。
　中国関連事業では，防災報道への関心の高まり
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を受けて設立された中国の「緊急報道センター」
のホームページ用に，「防災ミニ知識」を提供し
ており，15年度も40本（各 3分）を制作した。ま
た，センターが15年11月に主催した災害報道のシ
ンポジウムに，中国側の要請を受けて，NHK報
道局国際報道プロジェクトの専門家を派遣した。
更に，『桃源紀行』など日中共同制作・放送をコ
ーディネートした他，CCTV・中国中央電視台な
ど中国のテレビ局の日本取材をサポートした。
　世界の中での日本理解を促進するため，海外に
提供する番組の国際版を自主制作した。15年度は，
NHK番組の国際版103本（英語25本とフランス語
39本，スペイン語39本）および，独自企画による
英語・フランス語版等21本合わせて124本をライ
ブラリーとして制作した。
　国際コンクール参加番組としては，59本を制作。
海外交流用英語版は18本を制作した。テレビ国際
放送のNHKワールド用にも定時番組『美の壺』
『サラメシ』『超絶　凄（すご）ワザ！』等135本
の英語版を制作した。また，『連続テレビ小説』「ご
ちそうさん」（全150話）の英語版，スペイン語版，
また，「カーネーション」（全151話）の英語版等，
合わせて601本を制作した。
　海外の視聴者からNHKに寄せられる意見や要
望，また，海外の委嘱モニターから送られてくる
モニター報告を整理し報告した。
　海外からNHKへの訪問者の接遇件数は80件で，
72の国と地域および国際機関から，要人を含めて
818人がNHKを訪問した。
　教育コンテンツ関連国際イベントとして「第42
回日本賞」「教育コンテンツ世界制作者会議
（IPCEM）」「ABUデジスタ・ティーンズ」「ア
ジア教育プロデュ―サー会議」の運営等を実施し
た。「日本賞」には339本のエントリーがあった。

3．NHKエンジニアリングシステム

　NHKの技術開発成果を広く提供する技術協力
や，保有特許の利用促進，新技術の実用化開発，
放送の受信環境維持改善に関わる調査業務などを
実施した。
　15年度， 8 Kスーパーハイビジョン普及促進で
は，「NAB2015」「ミラノ万博」等での展示のほか，
「FIFA女子ワールドカップ　2015」「第66回
NHK紅白歌合戦」等のパブリックビューイング
（PV）の技術運営を実施した。また，NHK放送
博物館の 8 Kシアター整備のほか， 8 K小型カメ
ラと顕微鏡による顕微鏡下脳外科手術の撮影，
8 Kカメラと腹腔鏡による動物実験等により 8 K

映像システムの医療分野への適用検討を進めた。
　受信環境維持改善にかかわる調査では，地上デ
ジタル放送受信技術調査等を規模を拡大して行っ
たほか，セーフティネット終了に伴う絶対難視地
区の恒久対策の支援などを実施した。
　また，抑揚変換・話速変換技術による中国語学
習アプリを開発し，Eテレの中国語講座番組での利
用とインターネットサービス開始に貢献したほか，
簡易バーチャルスタジオ機材の放送センター，放
送博物館などへの導入，映像・音声設備の整備・
保守，超高層ビル等によるテレビ受信障害予測，
技術セミナーや標準画像の頒布などによる新技術
の普及，技術者育成に努めた。

4．NHK放送研修センター

　NHKの職員研修を事業の基本に据え，民間放
送局，ケーブルテレビ局，海外の放送局，制作プ
ロダクション等多様な放送界の人材育成を行って
いる。また，ことばコミュニケーション技術等の
一般への普及事業や「人にやさしい放送」を目指
すNHKの字幕放送や解説放送の充実にも協力し
ている。
　15年度，NHK職員に対する研修では，「公共放
送を支えるプロフェッショナルの育成とマネジメ
ント力の強化」「新たな経営課題に即した専門知
識・専門能力の伸長」などを目指し，新採用者研
修，基礎（新人層）研修，専門研修，中堅層・リ
ーダー層研修，指導・管理者研修など115研修170
回を実施し，受講者数は5,474人となった。
　また，公共放送人として必要不可欠なコンプラ
イアンス意識の徹底を図るため，eラーニングで，
「事例に学ぶ，『NHK倫理・行動憲章』『行動指
針』」など16研修を実施し，延べ 1万9,145人が受
講した。公金意識研修は，新採用者，中堅層，指
導・管理者層を対象に実施し，全国で919人が参
加した。
　民間放送局，ケーブルテレビ局，海外放送局，
制作プロダクションに対して，番組制作のノウハ
ウ，放送技術の基礎や最新技術の習得を図る研修
を実施した。
　このうち民放連関連では，放送倫理をテーマと
した「放送人基礎研修」や若手技術者を対象とし
た「テレビ技術研修会」を実施した。また，ケー
ブルテレビ局向けには，「番組制作コース」と「伝
送技術コース」「営業・総務コース」を設け，新
入社員や初心者を対象とした専門研修を実施し
た。海外の放送局に対しては，国際協力機構
（JICA）からの委託による放送技術や番組制作
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の研修を実施した。
　また，インターンシップは，NHKを志望する
学生を対象に，番組制作，報道記者，映像ジャー
ナリスト，放送事業マネジメント，放送技術の 5
つのコースで実施した。
　ことばコミュニケーション事業では，「日本語
センタースクール」「話しことば通信添削講座」「朗
読事業」「先生のためのことばセミナー」「ビジネ
ス界を対象にしたセミナー」「放送支援のための
セミナー」を実施した。教育現場を対象としたこ
とばコミュニケーション事業では，大学・専門学
校・小中高校で24の講座を実施した。一方，こと
ばコミュニケーションのノウハウを社会に還元す
る企業・団体研修は，58の企業・団体からの要請
に応えた。
　そのほか，放送番組のアナウンス等業務では，
ラジオ第 2『ことば力アップ』のテキストを執筆
し番組にも出演したほか，放送のバリアフリー化
を目指すNHKの生放送に対応する字幕放送や，
解説放送に協力した。

5．日本放送協会学園

　NHKの教育番組を利用して通信による高等学
校教育を行っているほか，生涯学習通信教育や，
社会福祉士等の国家試験受験資格を取得するため
の通信教育を行い，放送の利用促進に寄与すると
ともに，NHKの教育番組の充実・改善に協力し
ている。
〔通信制高等学校〕
　NHKの放送を利用して学ぶ広域通信制高校。
東京本校のほか全国34の協力校等でスクーリング
を実施。本校では，15年度より，週 3日間の登校
で放送視聴のポイントを指導し，自学自習の実践
力を育成する登校コースを開設。また，東京，大
阪，東北に続き，北海道に，不登校生を主な対象
とする「Do itコース」を拡大した。
　生徒総数3,279人，卒業生1,135人。これまでの
卒業生総数は 7万2,895人となった。
〔通信制福祉教育〕
　専攻科で介護福祉士の国家試験を目指した学生
226人が修了し，修了生総数は 3万5,261人に。国
家試験の合格率は全国平均57.9%に対し75.6%。別
科として介護職員初任者研修も行ってきたが，15
年度を最後に全ての生徒募集を停止した。
　社会福祉士養成課程は，社会福祉士国家試験受
験資格を 2年間で取得する一般養成科と， 1年間
で取得する短期養成科の 2課程。学生総数499人，
修了生245人，修了生総数3,201人。国家試験合格

率は全国平均26.2％に対し一般養成科51.6％，短
期養成科は63.6％で全国トップ。
〔生涯学習〕
　通信講座では，俳句・短歌・書道・写真・絵手
紙・古文書など99講座で 4万2,579人が受講した。
オープンスクールでは，3,564講座で 3万6,429人
が受講した。NHK共催の全国短歌俳句大会では，
短歌に 4万8,730首，俳句に 9万8,573句の応募が
あった。

6．NHK交響楽団

　オーケストラ演奏により，音楽芸術の向上発展
を図り，その社会的文化的使命を達することを目
的とした公益財団法人である。
　N響にとって，15年度の音楽面での最大の出来
事はパーヴォ・ヤルヴィの新・首席指揮者への就
任であり，音楽ファンの注目が集まった。15年 9
月の首席指揮者就任後，最初の指揮台に立った10
月定期公演でのマーラー「交響曲第 2番　復活」
は観客の大きな感動と興奮を呼び起こし，N響新
時代の到来を告げるものとなった。反響は日本国
内だけに留まらず，15年度は，N響にとって，そ
の高い演奏能力を武器に世界に乗り出していく確
かな手がかりをつかんだ年となった。
　15年 9月には，日中共同主催によるN響の中国・
北京での公演が行われた。14年の韓国・ソウルで
の公演に続くものである。16年度は台湾や韓国の
他，ヨーロッパ公演も計画されている。
　15年度の定期公演の入場者数は目標とした年間
12万人を超えた。収入面でも，定期会員券の他，
一回券の売れ行きが好調だったことから14年度に
比べて 4％の増収となった。この要因としては，
新・首席指揮者就任の効果が大きかったと見られ
るが，インターネットでいつでもチケットが購入
できる「WEBチケットN響」の充実による利便
性の向上も売上げの増加に寄与した。
　N響高輪練習所の 1年がかりの大規模改修工事
が 5月に完成し，練習環境は大幅に改善された。
これに合わせて 8月よりN響ガイドをNHKホー
ルから高輪練習所に移転した。

7．NHK厚生文化事業団

　多様化する福祉へのニーズにきめ細かく応える
ためNHK厚生文化事業団は，放送と連携しなが
ら障害者福祉，高齢者福祉などの事業を行ってい
る。また，福祉グループへの支援を豊かなものに
するためチャリティーイベントを実施している。
〔障害者福祉事業〕
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○福祉現場の最前線に立つ人や障害当事者たち
が，少人数の参加者と気軽な雰囲気の中で福祉課
題を話し合う講演会「ハートカフェ＠渋谷」を16
回実施した。
○パラリンピック選手が小学生と障害者スポーツ
を一緒に楽しみ交流する出前授業「パラリンピア
ンがやってきた」を，首都圏で 7回実施した。東
京パラリンピックが行われる20年まで継続する予
定である。
○親子の個別相談に応じる「こどもの発達相談
会」を15回実施したほか，障害がある子どもたち
を対象とした療育キャンプを各地で行った。
○発達障害や精神疾患などに関する最新情報と，
支援の在り方を伝えるフォーラムを12回行った。
〔高齢者福祉事業〕
○高齢者の健康と生きがいをテーマにした『ハー
トネットTV　公開すこやか長寿』の収録とゲス
トの講演会を行うイベントを各地で行った。
○関心の高い「認知症」に関するフォーラムを全
国 8か所で実施，あわせて地域放送でも伝えた。
〔東日本大震災被災地支援事業〕
○15年度も引き続き地域福祉を支援する「わかば
基金」の「東日本大震災復興支援部門」を通じ
て，被災地で尽力する 8つの福祉グループに，農
機具やビデオカメラなどの活動に必要なものを支
援した。また，被災地の福祉施設が作った製品の
販売会を東京と福岡のNHKで実施した。
〔事業団が長年作品を募集し記録する事業〕
○高齢社会の生き方を描く小説「NHK銀の雫文
芸賞2015」や，障害者の体験や福祉の実践を記録
する「第50回NHK障害福祉賞」には，多くの応
募があった。その内容を出版するとともに，テレ
ビやラジオで放送した。
〔福祉情報提供事業〕
○NHKの福祉番組や事業団制作の福祉DVD教材
を貸し出す「福祉ビデオライブラリー」は，発達
障害や依存症などのビデオの利用が多く，貸出数
が大きく増加した。
〔チャリティーイベント・福祉団体支援〕
○「第49回NHK福祉大相撲」を行い，福祉施設
に福祉車両を，春と秋の「歌謡チャリティーコン
サート」で障害者や高齢者の施設・団体に介護浴
槽を贈呈した。
○地域福祉を支援する第27回「わかば基金」で，
全国で40の福祉グループに活動を広げるための支
援金や，NHKや関連団体の不用パソコンのソフ
トを新しくした「リサイクルパソコン」を贈っ
た。

8．日本放送協会健康保険組合

　健康保険法に基づき，被保険者と被扶養者に対
して，保険給付および保健事業等を行っている。
　15年度は，保健事業として各種検診や予防接種
の経費補助，メンタルヘルスへの対応など，疾病
予防や健康の保持・増進に資する施策を実施した。
　また，特定健康診査・特定保健指導においては，
特定健康診査の受診率向上や特定保健指導の利用
促進に努め，メタボリックシンドロームの予防お
よび改善に取り組んだ。

9．日本放送協会共済会

　NHK役職員とその家族などの生活向上と，退
職者とその遺家族の救済，援護等を行うために，
食堂の運営，物品販売，生涯生活設計相談，各種
給付・貸付，各種保険の団体扱いおよび転勤者用
住宅の管理・運営等の福利増進施策を行った。


